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Ⅰ 研究の概要 

原子力発電所事故で汚染された農地は除染作業を進める必要があります。しかし、作業

者の労働安全性の確保は不可欠です。そこで、①放射線遮蔽作用と放射性粉じん等の侵入

防止機能を備えたキャビン（シールドキャビン）を搭載した農用トラクタを開発し、同ト

ラクタを用いた効率的な農地除染作業（ほ場内の表土除去）を行う技術を提案しました。

また、②遠隔操作や自動走行技術を適用した農用トラクタを開発し、これを用いて、さら

に安全で効率的な農地除染作業を行う技術を提案しました。これらの技術を用いることに

より、既存の農業機械を利用するよりも安全で効率的な農地除染作業が可能になります。 

 
１．成果の内容 

１）市販のキャビン付き農用トラクタ（セミクローラ型）のキャビンを改造し、放射線遮

蔽資材を用いた内装と微細粉じん侵入を抑制する空調装置を付加したトラクタ（Ａ機）

を試作しました（図１）。試験では、外部の空間放射線量が 3〜7μSv/h の条件で、キ

ャビン内中央の線量を 31〜41％（床面付近で 69〜70％）低減するとともに、表土破砕

作業等粉じんが発生し易い条件での防塵効果を確認しました。試験の結果を踏まえ、放

射線量の 50％以上低減および防塵性能の向上を目標に改良を進めています。 

２）市販（米国）農薬散布作業用トラクタ向けキャビンを改造し、市販（日本国内）農用

トラクタ（セミクローラ型）に搭載することにより、放射線遮蔽機能と微細粉じん侵入

抑制機能を備えたトラクタ（Ｂ機）を開発しました（図２）。本機は、外部の空間放射

線量が 2〜7μSv/h の条件で、キャビン内中央の線量を約 87％（床面付近で約 94％）低

減するとともに、表土破砕作業等粉じんが発生し易い条件でもキャビン内は十分清浄な

空気が安定的に保持されることを確認しました。 

３）放射線量低減および微細粉じん侵入防止機能を有したキャビンを搭載したフルクロー

ラ型トラクタ（Ｃ機、民間企業が別途開発）の基本性能を調査しました（図３）。本機

は、外部の空間放射線量が 3〜7μSv/h の条件で、キャビン内中央の線量を 43〜64％（床

面付近で約 90％）低減するとともに、表土破砕作業等粉じんが発生し易い条件でもキャ

ビン内は十分清浄な空気を保持できることが分かりました。 

４）Ａ機に①パワーハロー、②リアグレーダ、③フロントローダを装着し、ほ場内除染作

業（表土除去）を行う際の作業性を明らかにしました（図４：模擬試験、別途現地試験

を５月以降に実施予定）。 

５）ほ場内除染作業を安全かつ効率的に行うため、別途開発したロボットトラクタに遠隔

操作技術を適用した無人作業システムを開発しました（図５）。 

 

２．成果の活用 

上記の成果の普及状況等、活用法、留意点等については、今後実施する予定の現地試験

等を終了後に取りまとめる予定です。 
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３．主なデータ・図表 

   

図１ 市販農用トラクタのキャビンを改造した開発機（Ａ機） 

   

図２ 市販農薬散布作業用トラクタ向けキャビンを改造し搭載した開発機（Ｂ機） 

   

図３ 民間企業が開発した放射線遮蔽及び防塵機能を有するトラクタ（Ｃ機） 

  

図４ 開発機（Ａ機）を用いたほ場内表層土破砕剥離・集積作業 

 

  

図５ ロボットトラクタに遠隔操作技術を適用した無人作業システム 
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